
         

         季節と素材の関係 
2 月も半ばとなり、寒さの中にも少しずつ春の気配を感じる頃となりました。 

皆様いかがお過ごしでしょうか。今月は西村が担当します。 

冬の間、住まいは冷え込みや乾燥にさらされています。木材や外壁材、 

内装材などは温度や湿度の影響を受けながら、目には見えないほどのわずかな 

伸び縮みを繰り返しています。木は湿気を含めば膨らみ、乾燥すれば締まる性質があり、冬から 

春へと季節が移り変わるこの時期は、その変化がゆっくりと落ち着いていく過程でもあります。 

建具の動きが少し変わったり、床鳴りを感じたりするのも、素材が季節に順応している証と言え 

るかもしれません。大きな不具合ではなくても、こうした小さな変化に気づけることが住まいを 

長く保つことにつながります。住まいは工業製品であると同時に、自然素材の 

集合体でもあります。その特性を理解し、季節の流れの中で丁寧に向き合って 

いくことが大切だと感じます。私たちシンエイも、素材の声に耳を傾けながら、 

皆様の安心な暮らしをこれからも変わらず支えてまいります。 


